教材番号　　民事一般　№1
対象　　　　中・高
～授業料は返ってこないの？～
１　事例
　　AさんはタレントスクールBに入学し、入学金と１年分の授業料６０万円（月額５万円）を支払いましたが、父親の転勤によりタレントスクールBをやめなければならなくなりました。Aさんは、タレントスクールBに対し、まだほとんど授業を受けていないので、授業料を返してほしいと頼みましたが、タレントスクールBに、契約書に「授業料は返還しない」と書いてあるので返還できないと言われてしまいました。Aさんは授業料を返してもらえるでしょうか。
２　テーマ・ポイント
事例を通じて、契約の意味、契約の拘束力について学んでいきながら、それぞれの主張の合理性について検討をする。また、消費者と事業者との間の情報の質及び量並びに交渉力等の格差にかんがみ、消費者の利益の擁護及び増進に関し、消費者の権利を尊重するという観点から、消費者保護について考える。
　
３　授業の進め方（一例）
　まず、各人にAさんの言い分、タレントスクールBの言い分を考えてもらい、契約に拘束力がある理由について考えてもらう。
　その上で、消費者契約法について説明をし、消費者契約法第9条1号の条文を具体的に提示し、事例の場合の「平均的損害」の範囲について考えてもらう。
以上
